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位相共役波(PCL)とは、入射波と波面を持つ光であり、長距離無線光通信への応用が期待されている。位相共役

波発生は主に、非線形光学を用いた方法、撮像素子と空間光変調器（SLM）を用いた方法（デジタル位相共役）の

2 つに分けられる 1)。本研究ではデジタル式の位相共役波発生装置の開発をしているが 2)、今回は反射型液晶パ

ネルを用いた位相共役装置を開発し、透過型液晶パネルを用いた場合との比較を行ったのでここに報告する。反

射型液晶パネルは開口率が高く、潜在的に効率を高くする可能性がある 3)。 

実験では、プロジェクター用の液晶パネル（ピクセル数 1280×1024）を用いた。 液晶パネルによる He-Neレー

ザー光の回折光強度の測定値を計算値と比較することにより、透過型では開口率が 0.68、反射型は 0.91と求めら

れた。反射型液晶パネルを用いた位相共役発生装置の概略図を図 1に示す。図 2,3は出力光の z,x方向のターゲッ

トトラッキング特性を示す。図 2はターゲットの z位置（光線の進行方向）に固定し、撮像素子を z方向に動かし

ながらスポットサイズを測定した結果である。集光点はターゲットの位置に追随することが分かった。x方向（光

線の進行方向と直行方向）についても同様に、撮像素子の面内で、測定限界以下の精度で追尾することが確認され

た(図 3)。ビームの集光特性は、我々の従来の結果 2)よりも有意に優れており、同条件で、スポットサイズは半分

程度となった。 
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